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UHYの最新の調査によれば、2017年にWIPO(世界知的所有権

機関： the World Intellectual Property Organization)に

出願されたブロックチェーン技術に関する全世界の特許合

計314件のうち99件(約32％)の特許は、中国企業によって出

願されたものであった。 

 

この調査によれば、 

 米国企業が92件(約29%)、オーストラリア企業が40件(約

13％)、英国企業は34件(約11%)であった。（下表参照） 

 

 近年、中国の企業はブロックチェーン技術に多大な投資

をしており、中小企業が金融にアクセスすることを支援

するために、中国中央銀行がブロックチェーンによる貿

易金融プラットフォームの開発を支援している。 

 2018年8月、中国銀行(Bank of China)はブロックチェー

ンを含む技術への投資は、同行の年間営業利益の1％にな

ると発表した。 

 昨年の世界的なブロックチェーン特許の最大出願者は、

ロンドンとバンクーバーに拠点を置くブロックチェーン

リサーチ会社であるnChainであり、2017年にWIPOに48件

の特許を出願した。 

 米国でのブロックチェーン特許の最大の出願者は、クレ

ジットカードプロバイダ−のMastercard。オフライン時の

ブロックチェーン交換システムを含む開発に関する特許

出願であった。 

 

UHYによれば、ヨーロッパの企業はWIPOを通じた世界レベ

ルの特許出願は限定されているが、多くは地方レベルでより

活発になっている。例えば2016年、ドイツ企業によるWIPOへ

のブロックチェーン技術に関する特許出願はなかったが、ド

イツ特許商標庁（DPMA）には6件の特許出願がなされている。 

  

このUHY調査は、中国企業が人工知能(AI)技術の開発をリ

ードしていることを示している。2016年の合計649件のAI特

許(31％)のうち、473件が中国によるWIPO出願であった。 

中国はAIで知的財産のポートフォリオを構築する競争に

おいて、世界の競合他社をリードしている。最も近い競合企

業は米国で、2016年、WIPOに65件のAI特許を出願した(全体

の10％)。一方、英国では2017年にはAI技術に関する世界特

許は2件しか出願されていない(次ページ表参照)。 

 

Baidu(バイドゥ)のような中国企業は「グーグル･オブ･チ

ャイナ」と呼ばれ、テクノロジーとソーシャルメディアのコ

ングロマリット(複合企業)であるTencent（テンセント）は、

AIテクノロジーの世界有数の開発者である。Baiduは2017年、

最も多くのAI特許183件をWIPOに出願した。 
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2018年10月には、Baiduは話された英語を中国語またはド

イツ語にほぼ瞬時に翻訳することができるAI駆動の翻訳ツ

ールを発表した。また、最近北京でAIテーマパークを開設し

た。そこでは、自動運転バスと、顔認識によってユーザーの

運動パフォーマンスを追跡する「スマートウォークウェイ」

がある。 

2017年、WIPOに対する米国での最大のAI特許出願人は、バ

ークレーを拠点とする7人のスタートアップ企業Bonsai AIで

あった。マイクロソフトは2018年6月にその事業の買収を発

表した。AI技術をめぐる世界的な競争は近年激しさを増して

おり、多くの各国政府が企業や大学がAIクラスターの開発と

技術の市場投入を支援するプログラムを実施している。 

例えば、カナダではAI研究者の数を増やし、トロント、モ

ントリオール、エドモントンでAIクラスターを開発すること

を目的とした、1億2,500万カナダドルの全カナダ人工知能戦

略が導入された。米国トランプ政権では、2019年予算要請で、

AIと自律的な無人システムが行政の研究開発優先事項であ

ると発表した。 

 

UHYのRick David会長は、次のようにコメントしている。 

「ブロックチェーンとAIは、今後数十年間で重要な経済成長

を導くための鍵をあける可能性があり、それらへの投資によ

り世界のビジネスで多大な恩恵を得られるだろう。各国がこ

の分野で遅れを取っている場合、政府は研究開発を促進する

ために税制上の優遇措置を検討すべきである。次の産業革命

のリーダーとしてどのビジネスが出現するかを判断するに

は、AIテクノロジーの開発が重要である。長期的に見て最良

の位置にあるのは、民間企業と政府の両方で、AI技術を大衆

市場に持ち込むために投資している企業である。」 

 

中国上海にある、UHYメンバーファームのパートナーであ

るKurt Lee氏は、次のように述べている。 

「ブロックチェーンとAIの発展は、中国の次の20年間の経済

計画において、生産性向上に貢献する重要な役割がある。中

国企業と政府の両者は、ブロックチェーンが中国の金融サー

ビスにおいて中心的な役割を果たすための基礎を築くこと

に多大な投資をしてきた。」 

 

カナダのトロントにあるUHYメンバーファームのパートナ

ーである山本ココ氏は、次のように述べている。 

「現在カナダは、AI研究者の集中度が最も高い国のひとつだ。 

トロント、ウォータールー、アルバータといったカナダの大

学は、世界で最も先進的なAIプログラムをいくつか持ってい

る。また、その豊かな環境は、ゼネラルモーターズやトムソ

ンロイターを含む企業によるカナダのAI開発への大きな投

資にも繋がっている。」 

 

 

本文は、UHY hacker young事務所が作成したものを、UHY FASが抄

訳したものです。ご質問やご要望がございましたら、お気軽にお問

い合わせください。 
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